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技術の特徴
コンパクトで取り扱いの容易な食品品質管理用MRIを開発

机程度の大きさ

普通の部屋に置ける
メンテナンス不要
移動可能

研究の内容

今後の展開
・計測例を増やす
・品質管理への利用
・オンラインでの検討
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脂肪の分布： 白いところが脂肪

A

B

粗挽きソーセージ

25℃で自然解凍

解凍過程の可視化
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オクラ： 白い部分が氷が溶けたところ


